
 
欧米系企業の対中投資の現状と問題 
―日本企業、韓国企業、台湾企業との比較で― 
 
（１） 米国企業の対中投資動向 
米中貿易関係―中国は米国の第２位の輸入国へ 
米中投資関係―米国は第３位の投資国 

（２） 欧州企業の対中投資動向 
欧中貿易関係―拡大する中国からの輸入 
欧中投資関係―英国、ドイツが EUの対中投資を牽引 

（３） 欧米系企業の中国ビジネスと直面する問題に対する見方(米国企業を中心に) 
１）中国での収益状況 
２）今後の中国ビジネスの見通し 
３）中国での投資戦略 
（４）台湾を活用する欧米系企業―人材育成センター 
   在台湾米国商工会議所の見方１）三通の実現２）入境規制の緩和 
   在台湾欧州商務協会の見方 １）入境規制の緩和 
（５） SARS対策にみる欧米企業の経営実態 
北京ドイツ商工会議所 
上海フランス商工会議所 
上海英国商工会議所 
上海イタリア商工会議所 

（６） 米国企業の対中進出ケースススタデイー経営実態をみる 
（中間管理職の確保、内販問題、現地部品調達を中心に） 
モトローラ、サンミナーSCI、ロックウェル社 
 
（７） 欧州企業のケーススタデイ 
フィリップス社､シーメンス社等 
（８）欧米企業と日本、台湾、韓国企業の経営方式比較 
１）人材確保 
２）内販戦略 
３）現地部品調達 


